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1.概要：ニトロフェノール（NP）は, 農業廃棄物から検出されている農薬や合成染料の中間体で

ある．微生物による分解に対する高い耐性がある難分解物質であり, 発癌性物質でもあるため, 

飲料水貯留槽の汚染は深刻な問題となっている．本研究では, 水溶液中に浸漬した石英細管内の

誘電体バリア放電による，2, 4 - ジニトロフェノール（DNP）, 2, 5 - DNP, 3, 4 – DNPのプラズマ

分解を調べた．空気プラズマ処理においては，NO3
-の蓄積が分解の律速となる．この問題は，プ

ラズマ処理の途中で溶液を陰イオン交換ポリマーに通すことで解消した．一連の分解の経路は分

子軌道法により解釈した．プラズマにより生成された*OH および OH- は，ニトロ基の急速な解

離とそれに続くベンゼン環の開裂に繋がり，ジヒドロキシ-ニトロベンゼンの生成を伴う DNPへ

の主な攻撃の原因となるが，反応が進むと

NO3
-の蓄積に繋がると考えられる． 

2.実験方法：プラズマ源は, 外径 3.0㎜, 内径

1.4㎜の石英管と, 管中央に配置された直径

0.6㎜のW / Re（6％）ワイヤとからなる．

プラズマ処理容器としてのガラス製バイア

ルは, 容量結合を介して接地電極に接続さ

れている．電源は, 16.69 - 16.94 kHz, p-p 8.48 

- 7.84 kVの準正弦波インバータであり, 放

電に消費された電力は 12W 程度であった．

（Fig.1） イオン交換フィルターは, サンエイ

化学㈱製の陰イオン交換樹脂を用いた． 

3.実験結果：Fig.2に 2-4DNP, 20ppmの水溶液を中

性に調整し, 20 分間プラズマ処理した際の濃度

の経時的変化（HPLCで計測）を示す．途中で陰

イオン交換ポリマーに溶液を通した場合に, 濃

度はより低下し，pHの値は若干上昇した． 

Fig. 1. Experimental setup, a schematic diagram 

Fig. 2. Shortcut of degradation by the gel type poly-styrene base alkalized 
trimethyl-ammonium polymer (Sanei Chemical, Kumamoto, Japan) 

第66回応用物理学会春季学術講演会 講演予稿集 (2019 東京工業大学 大岡山キャンパス)11a-PA7-4 

© 2019年 応用物理学会 06-077 8.5


